
        

 

 

令和５年度の修了式を行いました。子どもたちのがんばりを称賛して、みんなに「いいね！」をあげました。 

今年度を無事に終えられるのも、保護者や地域の皆様に支えられたからこそです。深く感謝申し上げます。 

👇修了式ではこんなことを伝えました👇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                         
通知表などをもとに、子どもさんと「今年度の成長」についていろいろな話をして 
ください。そして、よさやがんばりを称賛することで伸ばしましょう！ 

令和6年3月22日 
  文責：藤芳 秀樹 

めざせあいさつ日本一、皆さん、おはようございます。 
昨日は卒業式でした。最上級生としてみんなを引っ張ってくれた、

そして、みんなのあこがれだった6年生が卒業していきました。とても
素晴らしい態度で思いを伝え、在校生のみなさんには「清水小の
伝統をしっかり引き継いでほしい」という言葉を残して卒業していきま
した。６年生がいない今日の体育館は、なにか寂しいですね。次は

君たちが伝統を守る番、このみんなで協力して、よりよい清水小を作
っていきましょう。 
さて、先ほど代表の人に修了証をお渡ししました。修了証とは、今

の学年でみなさんがしなくてはいけない様々な勉強が、すべて終
わりましたよという証です。 
今年度はみなさんにとってどんな一年間だったでしょうか？校長

先生はどんな一年だったと思いますか？校長先生はね。とてもい
い一年間でした。なぜかというと…それはみんなにたくさん「いい
ね！」が言えたからです。友達にやさしくしている人にいいね。チー
ムで協力している人にいいね。掃除や当番をがんばっている人に
いいね。みなさんがいろんな良さや頑張りを発揮してくれたので、た

っくさん「いいね！」って言えました。皆さんが後でもらう通知表にも、 
「友達のことを自分のことのように心配して、やさしい言葉をかけていました。」 
「自分の考えを持っていました。それだけでなく、友達の考えをしっかり聞いて生

かし、さらに深い考えを持つことができました。」 
「当番の人が欠席の時、自分から『私がします。』と言って手伝ってくれました。」 
「自分の目標がなかなかうまくいかなくてもあきらめず、最後までがんばったこと

で達成することができました。」 
など、たくさんの「いいね！」が書かれていました。 
校長先生は「いいね！」って言うとき、とてもうれしくなります。多

分、顔は笑顔になっていると思います。 
それに、もう一つほめたいことがあります。それは。「めざせ、あい

さつ日本一」を頑張ってくれたことです。いろんなところで気持ちの
いい挨拶をもらって、学校に来た人たちからみんなの挨拶が褒めら
れて、とってもうれしかったです。 
みんながよく頑張った一年でした。でも、皆さんはまだまだできま

す。秘めた力をたくさん持っています。来年度はもっともっとすごい
「いいね！」を発揮してください。 
明日から春休みが始まります。春休みは次の学年の準備をする

お休みです。ゆっくりして、遊んで、パワーをためるのもいいですが、
それだけではいけません。もし、今年の勉強で苦手が残っている人
は復習をしたり、運動して体力をつけたり、机の周りの片付けや４月

から使う道具を準備したりして、次の学年に備えてください。もちろ
ん、事故、それに他の人に迷惑をかけることは絶対ないように、ゲー
ムのし過ぎにも注意して、健康な生活をしてください。 
４月９日は、「よし、新しい学年でがんばるぞ」という気持ちをもっ

て、全員が笑顔で登校してくることを待っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２１日は卒業式でした。 
卒業生は６年間の集大成として、とても立派な

態度で式に望みました。そして、思い出やメッセ
ージを会場の人たちに伝え、感動を与えてくれま
した。さすが清水小のリーダー。参加した５年生
も、その姿を目に焼き付けたことでしょう。 
久しぶりにご来賓を招いての大きな卒業式がで

きたことは、とても喜ばしいことです。今後もア
フターコロナで、以前の活気を取り戻していけた
らと思います。 

春休み中の過ごし方 

家庭での声かけをお願いします 

休み中、子どもたちは家庭や地域で過ごしま

す。健康的で安全な生活ができますように、特に

下の２点は声かけをお願いします。 

まずは自転車のヘルメット着用。 

春は交通事故が増えるといいます。ヘルメットを

かぶっておけば軽症ですんだのに…という話もよ

く聞きます。子どもが自転車に乗るときは必ず一

声かけてください。 

次に、ゲーム・SNSとの付き合い方。 

ゲームに関して私が一番怖いのは、情緒面への影

響です。「思いやり」などの脳の働きに悪影響を

与えるという話を聞きました。他にも昼夜逆転や

課金などが心配されます。 

また、ＳＮＳがもとで、いじめや犯罪につながっ

た事例がたくさんあります。 

これらを子どもが使うのは、保護者の責任のもと

となっています。どんな使い方をしているかを適

宜にチェックし、約束を作って、守らせるように

してください。 

地域の方も、子どもたちに危ない行動などがあ

ったら、温かい声かけをお願いします。 

個人情報保護のため、写真は鮮明
度を落として掲載しています 

 


